
一
、
七
言
絶
句
四
篇
ー
友
人
・
飯
田
庄
八
へ
の
葉
書

(2) 

小
川
未
明
の
漢
詩

ー
東
京
専
門
学
校
時
代
の
詩
業

本
論
は
、
そ
の
表
題
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
初
発
の
論
文
で
は
な
い
。

以
前
著
し
た
、
拙
稿
「
小
川
未
明
の
漢
詩
1

高
田
中
学
時
代
の
詩
業
」
（
『
日

本
漢
文
学
研
究
』
平
成
―
―

1
0
年
―
二
月
）
の
続
編
と
い
う
位
置
付
け
で
あ
る
。

先
の
論
稿
に
お
い
て
、
箪
者
は
、
新
潟
・
高
田
中
学
時
代
（
明
治
二
八

＼
三
四
年
）
に
小
川
未
明
ー
~
当
時
の
健
作
少
年
|
|
＇
が
紡
い
で
い
た
漠

詩
一
〇
篇
の
読
解
を
行
っ
た
。
兼
者
自
身
を
含
め
、
日
本
近
代
（
児
童
）

文
学
の
研
究
者
に
、
漠
詩
・
漢
文
の
素
養
が
欠
け
て
い
る
事
情
も
関
係
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
漢
詩
は
、
長
年
、
訓
読
文
（
読
み
下
し
文
）

す
ら
付
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
ほ
ぽ
白
文
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
き
た
か
ら
で

あ
る
。白

文
放
置
は
見
過
ご
せ
な
い
。
そ
う
考
え
た
筆
者
は
、
自
身
が
新
た
に

発
見
し
た
新
資
料
を
含
む
、
す
べ
て
の
漠
詩
に
、
訓
読
文
・
語
釈
・
通
釈

等
を
注
記
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
基
礎
作
業
か
ら
窺
い
知
れ
る
、
後

の
文
学
作
品
と
の
質
的
連
続
性
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
明
治
維
新
以
後
、

欧
化
政
策
の
中
で
、
失
わ
れ
ゆ
く
教
養
で
あ
っ
た
漠
詩
を
、
明
治
一
五
年

本
節
で
精
読
し
た
い
の
は
、
漢
詩
四
篇
で
あ
る
。
小
川
未
明
が
新
潟
の

高
田
中
学
を
中
退
し
、
東
京
専
門
学
校
（
早
稲
田
大
学
）
へ
入
学
し
た
明

治
三
四
年
（
満
一
九
歳
）
の
夏
に
創
作
さ
れ
た
七
言
絶
旬
だ
。
こ
れ
ら
の

漠
詩
は
い
ず
れ
も
、
地
元
の
友
人
・
飯
田
庄
八
へ
宛
て
た
葉
書
に
記
載
さ

れ
て
い
た
作
品
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
白
文
の
ま
ま
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
初

期
習
作
で
あ
る
。

ま
ず
、
飯
田
庄
八
と
は
何
者
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
簡
単
に
触
れ

て
お
き
た
い
。
飯
田
は
、
高
田
中
学
の
学
生
で
、
未
明
や
相
馬
御
風
と
は

同
窓
の
友
。
中
学
で
は
、
定
期
試
験
で
成
績
一
位
を
取
る
ほ
ど
の
秀
才
だ
っ

た
。
ま
た
、
未
明
や
御
風
と
同
様
、
文
芸
部
に
所
属
し
、
文
芸
の
研
鑽
を

積
ん
で
い
た
。
落
第
を
繰
り
返
す
劣
等
生
と
学
年
一
位
の
優
等
生
と
い
う

対
照
的
な
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
、
馬
が
合
っ
た
の
だ
ろ
う
。
未
明
は
飯
田

に
対
し
て
、
漢
詩
・
俳
句
・
新
体
詩
・
評
論
等
の
自
作
を
載
せ
た
、
数
々

の
書
簡
を
書
き
送
っ
て
い
る
。
そ
の
習
作
の
一
部
は
、
既
に
拙
稿
「
小
川

未
明
の
漢
詩
高
田
中
学
時
代
の
詩
業
」
（
「
日
本
漢
文
学
研
究
』
平
成

――
1
0
年
三
月
）
で
紹
介
・
分
析
し
た
通
り
で
あ
る
。

さ
て
、
本
節
で
読
解
す
る
飯
田
宛
の
漢
詩
を
発
見
し
た
の
は
、
中
村
昌

司
で
あ
る
。
当
時
、
高
田
で
高
校
教
員
を
し
て
い
た
中
村
は
、
「
エ
ッ
セ
イ

小
川
未
明
（
文
学
）
の
故
郷
」
（
小
川
未
明
生
誕
百
年
記
念
事
業
実
行
委
員

会
編
『
未
明
ふ
る
里
の
百
年
』
小
川
未
明
生
誕
百
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
、

昭
和
五
八
年
五
月
）
の
「
注
7
」
で
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

七
言
絶
旬
四
篇
を
、
新
た
に
紹
介
し
た
。
中
村
に
よ
れ
ば
、
「
上
京
後
、
東

生
ま
れ
の
未
明
が
物
す
こ
と
の
で
き
た
背
景
事
情
や
、
未
明
漢
詩
が
占
め

る
日
本
近
代
漢
詩
史
上
の
位
置
に
つ
い
て
も
、
考
察
を
加
え
た
。

近
代
文
学
の
研
究
者
が
、
あ
ま
り
顧
み
な
い
漢
詩
に
、
何
故
あ
え
て
こ

だ
わ
る
の
か
、
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
こ
れ
ら
の
漢
詩
に
、
未
明
文
学
の
原

型
が
宿
っ
て
い
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
明
治
期
の
初
期
習

、
、
、
、
、

作
に
は
、
後
年
の
未
明
文
学
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
と
筆
者

は
見
る
。
先
の
論
稿
を
発
表
し
て
し
ば
ら
く
経
つ
が
、
こ
の
立
場
は
本
論

に
お
い
て
も
、
何
ら
変
わ
っ
て
い
な
い
。

小
川
未
明
の
人
と
文
学
を
理
解
す
る
上
で
、
漢
詩
の
判
読
は
重
要
な
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
以
下
本
稿
で
は
、
未
明
が
高
田
中
学
を
中
退
し
、

東
京
専
門
学
校
（
早
稲
田
大
学
）
へ
進
学
し
た
明
治
三
四
年
（
満
一
九
歳
）

の
夏
に
詠
ん
だ
七
言
絶
句
四
篇
に
つ
い
て
鑑
賞
を
試
み
る
と
と
も
に
（
一

節
）
、
こ
れ
ら
の
漠
詩
が
具
有
す
る
技
巧
（
技
術
的
な
質
）
と
思
想
（
内
容

的
な
特
質
）
を
明
ら
か
に
し
た
い
（
二
蹄
）
。

な
お
、
本
論
で
紹
介
す
る
漢
詩
は
—
|
由
空
仁
わ
か
っ
て
い
る
範
囲
で
は

ー
小
川
未
明
が
生
前
に
残
し
た
、
最
後
の
漠
詩
で
あ
る
。

京
専
門
学
校
に
入
学
し
た
健
作
は
、
そ
の
年
（
明
治
三
四
・
七
）
の
暑
中
休

暇
に
郷
里
春
日
山
に
帰
省
し
、
東
頸
城
・
菖
蒲
の
友
人
飯
田
庄
八
宛
（
ハ

ガ
キ
）
に
、
近
作
の
「
漠
詩
」
四
首
を
書
き
送
っ
て
い
る
」
。
中
村
は
、
こ

の
葉
書
の
手
蹟
を
翻
刻
し
た
の
で
あ
る
。

葉
書
に
は
冒
頭
、
「
謹
啓
炎
暑
の
候
雅
兄
幸
に
筆
硯
御
優
勝
の
段
奉
賀

ぎ
ょ
く
じ
ゅ
う

候
此
程
里
什
に
接
し
一
層
御
発
達
の
程
見
受
申
候
近
作
二
三
記
載
致

し
候
間
御
照
覧
被
下
度
候
」
と
の
挨
拶
書
き
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

文
面
か
ら
は
、
東
京
専
門
学
校
進
学
後
も
、
郷
里
の
友
人
と
そ
れ
な
り
の

交
友
を
続
け
て
い
た
様
子
が
窺
え
よ
う
。
そ
し
て
、
上
記
の
挨
拶
書
き
に

続
い
て
記
さ
れ
る
の
が
、
下
記
の
漢
詩
四
篇
で
あ
る
。
従
前
繰
り
返
し
述

べ
て
い
る
通
り
、
こ
れ
ま
で
白
文
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
き
た
初
期
習
作
で

あ
る
故
、
以
下
本
節
で
は
、
な
る
べ
く
丁
寧
な
玩
読
を
試
み
た
い
。

な
お
、
本
葉
書
は
、
一
般
に
は
公
に
さ
れ
て
い
な
い
未
公
開
史
料
で
あ
る

し
た
が
っ
て
、
以
下
、
本
論
で
鑑
賞
す
る
未
明
漠
詩
の
詩
旬
は
、
中
村
の

論
稿
に
依
拠
し
て
お
り
、
一
次
史
料
を
使
っ
た
裏
取
り
が
で
き
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
点
は
、
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
中
村

の
注
は
、
住
所
・
氏
名
等
を
含
め
た
葉
書
の
全
文
を
翻
刻
し
た
も
の
で
は

な
い
た
め
、
葉
書
の
差
出
人
の
名
義
が
、
本
名
の
「
健
作
」
な
の
か
、
未

明
が
中
学
時
代
用
い
て
い
た
「
白
洲
」
等
の
雅
号
な
の
か
は
、
現
状
不
明

で
あ
る
。
併
せ
て
、
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

①
「
途
上
即
吟
」
（
飯
田
庄
八
宛
葉
書
、

0
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何
虞
今
宵
洗
馬
郵

明
治
三
四
年
七
月
）

山
河
千
里

と
こ
ろ

何
れ
の
虐
ぞ
今
宵

八
青
州
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ば

し

ゅ

く

ば

洗
馬
の
郵
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に
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真

琴
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②
「
過
碓
氷
嶺
（
碓
氷
の
嶺
を
過
ぐ
）
」
（
飯
田
庄
八
宛
葉
書
、

[
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遊
尽
仲
秋
帰
洛
日

•oo 

.

.

 °
o尤

漸
親
燈
火
読
書
棲

仲
秋
を
遊
び
尽
し
て

よ
う
や漸

く
燈
火
に
親
し
む

【
語
釈
】
▼
八
青
州
関
東
八
州
の
こ
と
。
武
蔵
・
相
模
・
常
陸
・
安
房
・
上
総
・

下
総
・
上
野
・
下
野
の
八
カ
国
を
指
す
。
▼
洗
馬
長
野
県
塩
尻
市
に
あ
っ

た
中
山
道
の
宿
駅
。
昭
和
七
年
の
大
火
で
、
ほ
ぽ
消
失
し
た
。
▼
郵
宿
場
。

▼
仲
秋
陰
暦
の
八
月
。
▼
帰
洛
都
へ
帰
る
こ
と
。

【
通
釈
】
山
河
が
千
里
に
広
が
る
、
緑
豊
か
な
関
東
八
州
の
地
を
、
私
は

後
に
し
た
。
今
夜
宿
泊
す
る
予
定
の
洗
馬
の
宿
場
は
、
一
体
ど
こ
だ
ろ
う
。

帰
省
後
、
八
月
の
間
は
、
た
だ
ひ
た
す
ら
遊
ん
で
い
た
が
、
い
よ
い
よ
都

へ
戻
る
日
が
や
っ
て
き
た
。
よ
う
や
く
明
か
り
を
灯
し
て
、
楼
で
読
書
を

し
た
。

飛
雪
を
胎
破
す
る
こ
と
た
だ
幾
重

岸
頭
に
馬
を
留
む
れ
ば
夕
陽
春
く

八
州
の
青
野
山
川
遠
し

一
点
眼
中
す
る
は
妙
義
の
峯

※
重
・
春
・
峯
は
上
平
の
冬
。

【
語
釈
】
▼
碓
氷
嶺
長
野
県
軽
井
沢
町
と
群
馬
県
安
中
市
の
間
に
あ
る
碓

氷
峠
の
こ
と
。
高
田
出
身
の
未
明
が
上
京
す
る
際
は
、
こ
の
峠
を
越
え
る

（
仄
字
）
。

④
「
夏
日
閑
居
（
夏
日
に
閑
居
す
）
」
（
飯
田
庄
八
宛
葉
書
、
明
治
一
二
四
年
七
月
）

村
豊
静
か
に
し
て
思
い
徒
然
た
り
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o

 .

.

 °
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又
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と
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渓
水
又
眼
を
惹
＜
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終
日
沈
吟
詩
未
得
終
日
沈
吟
す
る
も
詩
未
だ
得
ず

●

o
 .
.
.
 。
。

先

ら

ん

せ

ん

そ

ら

乱
蝉
萬
樹
夕
陽
天
乱
蝉
萬
樹
夕
陽
の
天

※
然
・
天
は
下
平
の
先
、
眼
は
上
声
の
清

【
語
釈
】
▼
澤
水
の
清
ら
か
に
流
れ
る
さ
ま
。
▼
咽
咽
び
泣
く
よ
う
な

音
を
立
て
る
。
▼
渓
水
谷
川
の
水
。
渓
流
。
▼
沈
吟
静
か
に
口
ず
さ

む
こ
と
。
▼
乱
蝉
乱
れ
鳴
く
蝉
。
▼
天
空
゜

【
通
釈
】
山
村
の
昼
は
静
か
で
あ
り
、
ぼ
ん
や
り
と
物
思
い
に
ふ
け
る
。
谷

川
の
水
は
、
清
ら
か
に
咽
び
泣
く
よ
う
な
音
を
立
て
て
お
り
、
目
を
惹
き

付
け
る
。
一
日
中
、
あ
れ
こ
れ
と
口
ず
さ
ん
で
は
み
た
も
の
の
、
詩
は
い

ま
だ
に
で
き
な
い
。
夕
暮
れ
の
空
の
下
、
蝉
が
あ
ま
た
の
樹
木
で
乱
れ
鳴

い
て
い
る
。

二
、
未
明
漢
詩
の
技
巧
と
思
想
1

押
韻
・
平
仄
・
出
典
／
赤
・
鳥
・

月
・
南
北
対
比

以
上
が
、
小
川
未
明
の
七
言
絶
句
四
篇
で
あ
る
。
次
い
で
本
節
で
は
、

右
記
の
漢
詩
が
ど
の
よ
う
な
技
術
的
・
内
容
的
特
徴
を
有
し
て
い
る
の
か
、

考
察
を
加
え
た
い
。
先
の
拙
論
「
小
川
未
明
の
漢
詩
高
田
中
学
時
代

の
詩
業
」
（
『
日
本
漢
文
学
研
究
』
平
成
三

0
年
一
二
月
）
で
は
、
四
節
「
未

明
漢
詩
の
技
巧
と
思
想
」
で
、
未
明
漢
詩
が
備
え
る
技
巧
（
技
術
的
な
質
）

と
思
想
（
内
容
的
な
特
質
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
一
二
点
指
摘
し
た
。
記
述
が
相

当
重
複
す
る
が
、
今
回
も
こ
の
切
り
口
に
即
し
て
、
論
を
進
め
る
。

ま
ず
、
技
巧
（
技
術
的
な
質
）
に
関
し
て
は
、
押
韻
•
平
仄
・
出
典
の

―
―
―
つ
の
観
点
か
ら
検
討
し
た
。

押
韻
と
は
、
旬
の
末
字
に
脚
韻
を
施
す
こ
と
で
、
七
言
詩
の
場
合
、
初

句
＋
偶
数
句
で
韻
を
踏
む
の
が
、
作
詩
の
基
本
的
な
約
束
事
と
な
っ
て
い

る
。
平
と
仄
の
―
―
つ
の
音
の
内
、
韻
で
使
用
し
て
い
い
の
は
平
だ
け
。
し

か
も
、
上
平
一
五
、
下
平
一
五
の
計
三

0
種
の
韻
の
グ
ル
ー
プ
「
韻
目
」

と
呼
ぶ
ー
ー
の
中
か
ら
、
同
じ
グ
ル
ー
プ
の
漠
字
を
用
い
て
、
全
体
を
統

一
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
か
な
か
ル
ー
ル
が
細
か
い
わ
け
だ
が
、
未

明
の
押
韻
は
、
右
記
の
条
件
を
ほ
と
ん
ど
完
璧
に
ク
リ
ア
し
て
い
る
。
唯

一
の
例
外
は
、
④
「
夏
日
閑
居
」
の
承
旬
の
「
眼
」
が
、
仄
字
（
上
声
•
清
）

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

平
仄
と
は
、
漠
詩
の
詩
旬
に
課
せ
ら
れ
た
音
の
規
則
性
の
こ
と
で
、
七

言
詩
の
場
合
、
平
と
仄
の
関
係
は
、
二
四
不
同
．
―
-
六
対
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ま
た
、
七
言
詩
の
四
字
目
が
平
の
場
合
、
そ
の
前
後
を
仄
で
囲

ん
で
は
い
け
な
い
孤
平
（
●

0
●
)
の
禁
や
、
下
三
字
を
同
じ
音
に
し
て

は
い
け
な
い
下
三
連
(
〇
〇
〇
/
●
●
●
)
の
禁
と
い
う
ル
ー
ル
が
あ
る
。

内
、
す
べ
て
の
ル
ー
ル
に
関
し
て
、
い
く
つ
か
例
外
は
あ
る
も
の
の
、
未

明
の
漠
詩
は
、
基
本
的
に
は
、
こ
れ
ら
の
制
約
に
準
じ
て
い
る
。
未
明
は

漢
詩
を
創
作
す
る
際
、
『
古
詩
韻
範
』
『
詩
語
梓
金
』
『
詩
韻
群
玉
』
と
い
っ

た
教
本
を
参
照
し
て
い
た
由
、
回
想
し
て
い
る
が
、
勉
強
の
成
果
で
あ
ろ
う
。

技
量
は
高
い
。

明
治
三
四

帰
洛
の
日

読
書
の
棲

※
州
・
郵
．
棲
は
下
平
の
尤
゜

必
要
が
あ
っ
た
。
▼
餡
破
踏
破
と
同
じ
。
踏
み
歩
く
こ
と
。
▼
飛
雪

風
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
な
が
ら
降
る
雪
。
▼
岸
頭
岸
の
ほ
と
り
。
▼
春

夕
日
が
没
す
る
。
▼
八
州
関
東
八
州
の
こ
と
。
①
語
釈
参
照
。
▼
妙
義

峯
群
馬
県
南
西
部
に
あ
る
妙
義
山
の
こ
と
。
上
毛
三
山
・
日
本
三
大
奇

勝
の
―
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。

【
通
釈
】
吹
き
す
さ
ぶ
雪
の
中
を
、
た
だ
ひ
た
す
ら
歩
く
。
よ
う
や
く
碓
氷

峠
を
越
え
、
岸
の
ほ
と
り
に
馬
を
留
め
る
と
、
折
し
も
夕
日
が
没
し
よ
う

と
し
て
い
た
。
緑
が
繁
る
関
東
八
州
は
、
山
川
に
隔
て
ら
れ
て
い
て
、
依

然
遠
い
。
一
点
、
眼
に
入
る
の
は
、
名
勝
と
し
て
名
高
い
、
あ
の
妙
義
山

で
あ
る
。

③
「
客
舎
偶
成
」
（
飯
田
庄
八
宛
葉
書
、
明
治
三
四
年
七
月
）

●

●

●

o
 .

.

 。
庚

む

ち

う

駿
馬
一
鞭
萬
里
征
駿
馬
一
た
び
鞭
て
ば
萬
里
を
征
く

●

●

o
 .

.

 
。。匝げっぱく

月
塊
風
物
異
郷
情
月
暁
の
風
物
異
郷
の
情

夏
天
過
得
水
村
客
夏
天
に
水
村
を
過
ぎ
得
た
る
の
客

0

●

o

o

o

.
。
庚

今
夕
初
聞
孤
雁
鳴
今
夕
初
め
て
聞
く
孤
雁
の
嗚
く
を

※
征
・
情
・
鳴
は
下
平
の
庚
。

【
語
釈
】
▼
駿
馬
足
の
速
い
優
れ
た
馬
。
▼
月
睛
月
。
▼
風
物
風
景
。

景
色
。
▼
夏
天
夏
の
空
゜
▼
水
村
水
辺
の
村
。
▼
孤
雁
群
れ
か
ら

離
れ
て
し
ま
っ
た
一
羽
の
雁
゜

【
通
釈
】
駿
馬
は
一
鞭
す
る
だ
け
で
、
万
里
の
道
を
駆
け
る
。
月
に
照
ら
さ

れ
た
景
色
は
、
ま
さ
し
く
、
異
郷
の
趣
き
で
あ
る
。
旅
人
の
私
は
、
夏
の
日
に
、

水
辺
の
村
里
を
通
り
過
ぎ
た
。
今
日
の
夕
方
、
群
れ
か
ら
離
れ
た
一
羽
の
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そ
れ
ぞ
れ
象
徴
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
。

②
「
過
碓
氷
嶺
」
は
、
こ
の
分
析
を
援
用
し
て
読
み
解
く
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。
本
詩
で
は
、
雪
の
舞
う
寒
冷
な
世
界
11

北
（
「
飛
雪
を
距
破
す
る

こ
と
た
だ
幾
重
」
）
と
、
緑
が
繁
る
関
東
八
州
の
地
11

南
（
「
八
州
の
青
野

山
川
遠
し
」
）
が
、
中
山
道
に
屹
立
す
る
碓
氷
峠
を
境
と
し
て
、
対
比
的

に
描
か
れ
て
い
る
。
本
詩
の
詠
み
手
が
、
上
京
・
帰
省
の
度
に
碓
氷
峠
を

通
過
す
る
未
明
で
あ
る
事
実
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
北
に
は
冬
や
故

郷
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
南
に
は
春
や
（
大
学
の
あ
る
）
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
が
、

そ
れ
ぞ
れ
仮
託
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
未
明
の
南
北
対
比
の
レ

ト
リ
ッ
ク
は
、
少
年
期
の
漢
詩
に
お
い
て
、
そ
の
原
型
が
確
認
で
き
る
。

さ
て
、
こ
こ
ま
で
筆
者
は
、
か
つ
て
自
身
の
論
文
で
用
い
た
切
り
口
（
お

よ
び
叙
述
）
を
作
品
分
析
に
再
利
用
し
て
き
た
わ
け
だ
が
、
こ
こ
で
今
回

初
め
て
気
付
い
た
新
た
な
特
性
を
指
摘
し
た
い
。
そ
れ
は
第
四
の
特
性
II

、
、
、
、
、
、
、

月
に
対
す
る
嗜
好
で
あ
る
。

赤
や
鳥
と
同
様
、
未
明
は
月
と
い
う
語
を
好
ん
で
多
用
し
て
い
た
。
「
月

の
宮
」
（
明
治
四
三
年
）
、
「
赤
い
月
の
上
る
前
」
（
明
治
四
四
年
）
、
「
月
光
」

（
大
正
六
年
）
、
「
月
夜
と
少
年
」
（
大
正
七
年
）
、
「
月
に
祈
る
」
（
大
正
一

0
年）、

「
月
夜
と
眼
鏡
」
（
大
正
―
一
年
）
、
「
負
傷
し
た
線
路
と
月
」
（
大
正
一
四
年
）
、

あ
ざ
ら
し

「
月
と
海
豹
」
（
同
上
）
、
「
暴
風
と
月
の
妖
術
」
（
大
正
一
五
年
）
、
「
月
と
白

壁
の
倉
」
（
同
上
）
、
「
月
の
中
へ
消
え
た
鯉
」
（
昭
和
九
年
）
、
「
燕
と
月
」
（
昭

和
―
一
年
）
、
「
昼
の
お
月
さ
ま
」
（
昭
和
―
―
―
一
年
）
等
、
未
明
の
物
語
世
界

に
は
月
が
頻
出
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
少
年
未
明
の
漢
詩
に
も
月
は
昇
っ
て
い
た
。
③
「
客
舎
偶
成
」

の
「
月
晩
」
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
一
篇
か
、
と
顔
を
蟹
め
る
向
き
が

出
典
と
は
、
詩
旬
の
背
景
に
あ
る
題
材
の
こ
と
で
、
和
歌
の
本
歌
取
り

の
よ
う
に
、
先
行
す
る
漢
詩
・
漠
学
の
素
養
を
踏
ま
え
て
、
自
作
を
構
築

、
、
、
、

で
き
れ
ば
、
学
が
深
い
と
言
え
る
。
先
の
拙
論
で
は
、
劉
向
『
列
女
伝
』
、

り
か
ん

李
潮
『
蒙
求
』
等
に
見
ら
れ
る
「
孟
母
断
機
」
の
故
事
や
、
杜
牧
の
七
絶
「
遣
懐
」

「
漢
江
」
、
頼
山
陽
•
藤
井
竹
外
ら
の
日
本
漢
詩
「
芳
山
三
首
」
「
吉
野
三
絶
」

等
が
、
典
拠
（
元
ネ
タ
）
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
旨
、
指
摘
し
た
。
し
か
し
、

今
回
は
残
念
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
出
典
を
発
見
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ

た
。
た
だ
、
こ
れ
は
筆
者
の
漢
学
の
素
養
が
乏
し
い
た
め
、
単
に
見
逃
し

て
い
る
だ
け
か
も
し
れ
な
い
。
後
学
の
批
判
を
待
ち
た
い
。

次
に
、
思
想
（
内
容
的
な
特
質
）
に
関
し
て
は
、
赤
好
み
・
鳥
好
み
・

南
北
対
比
の
一
二
つ
の
特
性
が
確
認
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
特
性
は
、
後
年
の

未
明
の
文
学
世
界
と
そ
の
ま
ま
直
結
し
て
い
る
と
い
う
の
が
、
筆
者
の
見

立
て
で
あ
る
。

第
一
の
特
性
は
、
赤
（
紅
）
色
に
対
す
る
嗜
好
で
あ
る
。
周
知
の
通

り
、
未
明
の
作
品
世
界
に
は
、
赤
色
が
横
溢
し
て
い
る
。
「
赤
い
船
」
（
明

治
四
三
年
）
、
「
紅
い
入
日
」
（
明
治
四
四
年
）
、
「
鮮
血
」
（
大
正
一
一
一
年
）
、
「
野

薔
薇
」
（
大
正
九
年
）
、
「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
（
大
正
一

0
年
）
、
「
血
の
車
輪
」

（
大
正
一
―
年
）
、
「
黒
い
人
と
赤
い
櫂
」
（
同
上
）
、
「
赤
い
ガ
ラ
ス
の
宮
殿
」
（
昭

和
四
年
）
、
「
赤
土
へ
来
る
子
供
た
ち
」
（
昭
和
一
四
年
）
、
「
赤
い
げ
た
」
（
昭

和
一
一
七
年
）
等
、
そ
の
実
例
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。

そ
し
て
、
少
年
未
明
の
漠
詩
に
も
赤
色
は
脹
っ
て
い
た
。
①
「
途
上
即
吟
」

の
「
燈
火
」
、
②
「
過
碓
氷
嶺
」
の
「
夕
陽
」
、
④
「
夏
日
閑
居
」
の
「
夕
陽
」

が
そ
れ
で
あ
る
。
未
明
の
赤
好
み
は
、
既
に
少
年
の
日
の
習
作
時
代
か
ら
、

芽
吹
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

第
一
一
の
特
性
は
、
鳥
（
鶏
）
に
対
す
る
嗜
好
で
あ
る
。
赤
と
同
様
、
鳥

も
ま
た
、
後
に
作
家
と
し
て
名
を
成
し
た
未
明
が
愛
用
す
る
重
要
語
で
あ
っ

た
。
「
海
鳥
の
羽
」
（
明
治
四
0
年
）
、
「
燕
と
乞
食
の
児
」
（
明
治
四
三
年
）
、
「
木

と
鳥
に
な
っ
た
姉
妹
」
（
大
正
九
年
）
、
「
小
鳥
の
死
」
（
大
正
―
一
年
）
、
「
駒

鳥
と
酒
」
（
大
正
一
三
年
）
、
「
兄
弟
の
山
鳩
」
（
大
正
一
五
年
）
、
「
幸
福
の

ひ
わ

鳥
」
（
昭
和
―
―
一
年
）
、
「
雀
と
鵜
の
話
」
（
昭
和
五
年
）
、
「
子
鶯
と
母
鶯
」
（
昭

和
―
一
年
）
、
「
よ
ろ
こ
び
が
ら
す
」
（
昭
和
一
ニ
―
•
三
二
年
）
等
、
こ
ち
ら

も
例
証
に
は
事
欠
か
な
い
。

そ
し
て
、
少
年
未
明
の
漠
詩
に
も
鳥
は
出
現
し
て
い
た
。
③
「
客
舎
偶
成
」

の
「
孤
雁
」
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
わ
ず
か
一
篇
で
は
少
な
い
、
と
思
わ
れ

る
向
き
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
先
の
拙
論
で
は
、
全
一
〇
篇
中
、
四

篇
の
漠
詩
に
鳥
が
登
場
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
か
ら
、
本
稿
の

「
孤
雁
」
も
、
決
し
て
偶
然
の
産
物
と
は
言
え
な
い
。
未
明
の
鳥
へ
の
愛
念

は
筋
金
入
り
で
あ
る
。

第
一
―
一
の
特
性
は
、
前
二
者
ほ
ど
一
般
化
で
き
な
い
の
だ
が
、
一
部
の

作
品
に
、
南
北
の
対
比
構
造
が
窺
え
る
点
で
あ
る
。
滑
川
道
夫
は
か
つ

て
、
「
「
南
」
と
「
北
」
の
対
比
構
造
が
未
明
の
―
つ
の
美
学
と
い
い
ま
す
か
、

未
明
自
身
の
表
現
の
レ
ト
リ
ッ
ク
の
基
本
的
な
パ
タ
ー
ン
の
一
っ
と
し
て
、

あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
わ
け
で
す
」
（
「
未
明
童
話
に
お
け
る
南
と
北
の
思

想
」
『
日
本
児
童
文
学
の
軌
跡
』
理
論
社
、
昭
和
六
三
年
九
月
）
と
述
べ
、
「
港

に
着
い
た
黒
ん
ぼ
の
話
」
（
『
童
話
』
大
正
一

0
年
六
月
）
等
を
例
示
し
な

プ
ロ
ト
タ
イ
プ

が
ら
、
未
明
の
表
現
形
式
の
基
本
形
に
、
南
北
対
比
が
あ
る
旨
、
，
指
摘
し
た
。

滑
川
に
よ
れ
ば
、
「
南
」
に
は
都
会
・
理
想
・
富
・
陽
気
・
退
廃
・
春
と
い
っ

た
要
素
が
、
「
北
」
に
は
故
郷
・
現
実
・
貧
困
・
陰
鬱
・
冬
と
い
っ
た
要
素
が
、

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
の
だ
。
先
の
拙
論
を
改

め
て
見
直
す
と
、
全
一
〇
篇
中
、
三
篇
の
漢
詩
で
、
月
の
出
演
が
確
認
で

-
9
)
 

き
た
。
飯
田
庄
八
宛
の
俳
句
に
も
月
は
登
場
し
て
い
た
。
未
明
の
月
好
み
は
、

大
人
に
な
っ
て
急
に
生
ま
れ
た
嗜
好
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
本
節
で
は
、
未
明
漢
詩
が
備
え
る
技
巧
（
技
術
的
な
質
）
と
思
想
（
内

容
的
な
特
質
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
一
二
つ
の
観
点
か
ら
捕
捉
し
よ
う
と
試
み
た
。

す
な
わ
ち
、
押
韻
•
平
仄
・
出
典
と
、
赤
・
鳥
・
南
北
対
比
が
そ
れ
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
技
術
的
・
内
容
的
特
徴
i

ス
キ
ル
と
モ
チ
ー
フ
＇
~
は
、

か
つ
て
拙
稿
で
指
摘
し
た
も
の
だ
が
、
唯
一
、
典
拠
を
挙
げ
ら
れ
な
か
っ

た
出
典
を
除
い
て
、
本
稿
の
未
明
漢
詩
に
も
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま
る
、
と

結
論
付
け
ら
れ
る
。
さ
ら
に
筆
者
は
、
今
回
新
た
な
内
容
的
特
質
と
し
て
、

月
の
頻
出
を
指
摘
し
た
。

少
年
未
明
の
漢
詩
に
は
、
少
年
ら
し
か
ら
ぬ
高
度
な
詩
オ
と
、
後
年
の

文
学
世
界
と
通
じ
る
創
作
上
の
モ
チ
ー
フ
が
躍
動
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
本
稿
で
は
、
明
治
一
二
四
年
の
東
京
専
門
学
校
（
早
稲
田
大
学
）

入
学
直
後
に
小
川
未
明
が
紡
い
で
い
た
、
漢
詩
の
検
証
を
行
っ
た
。
こ
れ

ま
で
白
文
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
き
た
七
言
絶
句
四
篇
に
、
訓
読
文
・
語
釈
・

通
釈
等
を
施
し
、
鑑
賞
を
試
み
た
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
こ
れ
ら
の
初
期
習
作
が
、
押
韻

や
平
仄
と
い
っ
た
技
巧
の
点
で
、
極
め
て
質
の
高
い
も
の
で
あ
る
と
い
う

点
で
あ
る
。
少
年
未
明
の
詩
オ
は
疑
い
を
得
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
詩

作
は
、
後
年
の
未
明
の
文
学
世
界
と
通
じ
る
内
容
的
特
質
を
有
し
て
も
い

お
わ
り
に
—
—
ー
漢
詩
と
の
別
れ
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た
。
す
な
わ
ち
、
赤
・
鳥
・
月
・
南
北
対
比
と
い
っ
た
諸
要
素
が
そ
れ
で
あ
る
。

上
記
の
分
析
は
、
お
お
む
ね
、
既
に
拙
稿
「
小
川
未
明
の
漢
詩
1

高
田

中
学
時
代
の
詩
業
」
（
『
日
本
漢
文
学
研
究
』
平
成
三

0
年
三
月
）
で
行
っ

た
分
析
の
反
復
に
過
ぎ
な
い
け
れ
ど
、
月
の
頻
出
に
関
し
て
は
、
今
回
初

め
て
公
に
す
る
新
見
解
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
稿
で
紹
介
し
た
七
言
絶
旬
四
篇
を
も
っ
て
、
未
明
の
漢

詩
創
作
は
跡
を
絶
つ
。
こ
れ
以
後
、
未
明
が
紡
い
だ
漢
詩
は
、
現
状
確
認

さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
、
新
た
な
作
品
が
発
見
さ
れ
る
可
能
性
も
な
い
と

は
言
え
な
い
が
、
今
の
と
こ
ろ
、
本
稿
の
漢
詩
が
、
こ
の
世
に
現
存
す
る

、
、
、
、
、
、
、

最
後
の
未
明
漢
詩
で
あ
る
と
見
て
、
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。
東
京
専
門

学
校
入
学
後
、
未
明
は
漢
詩
の
世
界
か
ら
、
徐
々
に
離
れ
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。こ

の
点
、
漢
学
塾
で
の
体
験
を
素
材
に
し
た
明
治
期
の
小
説
に
、
次
の

よ
う
な
記
述
が
あ
る
の
は
、
大
変
興
味
深
い
。
東
京
へ
進
学
し
た
漢
学
塾

出
身
の
青
年
主
人
公
が
、
上
京
当
時
の
心
境
を
述
べ
た
際
の
文
章
で
あ
る
。

当
座
、
上
野
や
九
段
へ
遊
ん
で
も
、
本
郷
や
、
小
石
川
辺
に
通
ふ
私
塾

の
生
徒
を
見
て
も
一
人
と
し
て
鈴
木
君
〔
漢
学
塾
の
先
輩
〕
の
や
う
な

ママ

措
大
な
時
勢
遅
れ
の
人
は
ゐ
な
い
。
流
石
に
東
京
の
文
華
は
新
し
い
。

ii

書
」
や
、
「
論
語
」
や
、
「
唐
詩
選
」
を
理
想
の
書
籍
と
有
難
が
つ
て
ゐ

た
自
分
は
、
今
や
、
ツ
ル
ゲ
ネ
フ
や
、
ゾ
ラ
や
、
キ
イ
ツ
の
傑
作
に
接

し
て
無
上
の
光
栄
と
信
じ
て
ゐ
る
。
此
時
若
し
や
、
老
先
生
〔
漢
学
塾

の
先
生
〕
に
電
気
燈
の
眩
ゆ
き
街
頭
で
遇
ふ
た
か
ら
と
て
、
自
分
は
丁

寧
に
挨
拶
す
る
こ
と
さ
へ
も
潔
と
せ
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。

昭
和
五
二
年
一

0
月
）
、
同
「
エ
ッ
セ
イ
小
川
未
明
（
文
学
）
の
故
郷
」
（
小

川
未
明
生
誕
百
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
編
『
未
明
ふ
る
里
の
百
年
』
小
川

未
明
生
誕
百
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
、
昭
和
五
八
年
五
月
）
、
小
川
未
明

文
学
館
編
『
御
風
と
未
明
」
（
上
越
市
、
平
成
一
九
年
二
月
）
参
照
。

(
3
)
中
村
の
エ
ッ
セ
ー
は
、
昭
和
五
0
年
代
の
文
章
で
あ
り
、
大
分
昔
の
著
作
物

だ
が
、
先
の
拙
論
を
著
す
段
階
で
は
、
そ
の
「
注
7
」
に
記
さ
れ
て
い
た
漢

詩
を
、
完
全
に
見
落
と
し
て
い
た
。
先
行
研
究
の
調
査
が
不
十
分
・
不
徹
底

だ
っ
た
点
を
お
詫
び
申
し
上
げ
た
い
。

(
4
)押
韻
•
平
仄
の
調
査
や
語
釈
の
作
成
に
際
し
て
は
、
大
修
館
書
店
の
『
大

漢
和
辞
典
』
や
小
学
館
の
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
等
、
各
種
の
辞
典
・
事
典

類
を
大
量
に
参
照
し
た
。
改
め
て
断
る
ま
で
も
な
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、

念
の
た
め
、
お
断
り
し
て
お
く
。

(
5
)
中
村
の
論
稿
の
記
述
に
従
え
ば
、
本
葉
書
は
現
在
、
飯
田
庄
八
の
遺
族
で
あ

る
海
津
家
が
所
有
し
て
い
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

(
6
)
中
村
は
詩
の
表
題
を
「
過
確
水
嶺
」
と
翻
刻
し
て
い
る
が
、
「
確
水
」
で
は

意
味
が
通
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
筆
者
の
判
断
で
「
碓
氷
」
と
表
記
し
た
。
中

村
の
翻
刻
ミ
ス
か
。

(
7
)
中
村
は
詩
の
二
句
目
を
「
月
魂
風
物
異
郷
情
」
と
翻
刻
し
て
い
る
が
、
「
月
魂
」

で
は
意
味
が
通
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
華
者
の
判
断
で
「
月
塊
」
と
表
記
し
た
。

中
村
の
翻
刻
ミ
ス
か
。

(
8
)
⑥
「
江
村
霜
暁
」
（
『
中
学
世
界
』
明
治
三
三
年
―
一
月
二
五
日
）
の
「
残
月
」
、

⑦
「
春
江
夜
曲
」
（
飯
田
庄
八
宛
書
簡
、
明
治
三
三
年
三
月
一
七
日
作
）
の

「
月
濱
」
、
⑩
「
春
郊
曝
目
其
ノ
ニ
（
其
一
者
君
既
見
）
」
（
飯
田
庄
八
宛
書

簡
、
作
成
8
不
明
）
の
「
月
照
」
が
、
そ
れ
で
あ
る
。

(
9
)
「
里
川
に
女
水
く
む
月
夜
か
な
」
。
拙
論
三
節
参
照
。

本
編
の
主
人
公
は
、
東
京
遊
学
後
、
「
漢
書
」
「
論
語
」
「
唐
詩
選
」
と
い
っ

た
漢
籍
か
ら
、
「
ツ
ル
ゲ
ネ
フ
」
「
ゾ
ラ
」
「
キ
イ
ツ
」
ら
の
西
洋
文
学
に
、

尊
崇
の
対
象
が
移
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
か
つ
て
尊
敬
し
て
い
た
郷
里

の
漢
学
塾
の
先
輩
や
先
生
を
、
旧
弊
な
存
在
と
し
て
、
疎
ま
し
く
思
う
よ

う
に
な
っ
た
。

小
説
と
作
家
の
実
人
生
を
混
同
す
る
愚
は
、
厳
に
戒
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
東
京
専
門
学
校
入
学
後
の
未
明
が
、
漢
詩
・
漢
文
に
以
前
の
よ

う
な
熱
意
を
感
じ
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、
本
作
の
主
人
公
の
如

く
、
事
実
で
あ
ろ
う
。
か
つ
て
中
野
重
治
は
、
旧
制
第
四
高
等
学
校
か
ら

東
京
帝
国
大
学
へ
進
学
後
、
短
歌
に
情
熱
を
抱
け
な
く
な
っ
た
青
年
を
自

伝
的
小
説
「
歌
の
わ
か
れ
」
（
『
革
新
』
昭
和
一
四
年
四
＼
八
月
）
で
描
い

た
が
、
未
明
も
ま
た
、
上
京
を
通
し
て
、
「
漢
詩
と
の
別
れ
」
を
遂
げ
て
い
た
。

小
川
未
明
に
と
っ
て
、
高
田
中
学
中
退
ー
東
京
専
門
学
校
入
学
は
、
漢
詩
・

漢
文
の
世
界
か
ら
離
脱
す
る
、
決
定
的
な
契
機
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

注(
l
)
本
稿
に
は
、
上
記
の
拙
論
の
他
、
筆
者
が
平
成
一
―
1
0
年
度
に
北
海
道
大
学
へ

提
出
し
た
博
士
論
文
「
小
川
未
明
の
総
合
的
再
考
|
—
幸
冠
業
と
思
想
展
開
を

中
心
と
し
て
」
と
一
部
記
述
が
重
な
る
点
が
あ
る
。
記
し
て
、
お
断
り
し
て

お
く
。

(
2
)中
村
昌
司
「
郷
土
•
生
い
立
ち
・
家
系
・
小
・
中
学
校
時
代
」
（
日
本
近
代

文
学
会
新
潟
支
部
編
『
新
潟
県
郷
土
作
家
叢
書
3

小
川
未
明
」
野
島
出
版
、

※
漢
詩
の
読
解
に
際
し
て
は
、
二
松
學
舎
大
学
の
牧
角
悦
子
先
生
よ
り
、

多
大
な
ご
指
南
を
賜
っ
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

※
本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
奨
励
費
（
課
題
番
号
~

1
9
]
1
0
0
2
4
)

に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
P
D
)

「
懐
旧
」
（
『
新
小
説
』
明
治
四

0
年
五
月
）
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